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	 スピノーダル分解は相分離現象の一種である。この分解では周期的な濃度揺らぎが自

発的に起こる。スピノーダル分解は構成イオンの拡散速度の差によるので、時間に対す

る拡散の進行度合いは物質によって異なると理解されている[1]。このことから拡散速

度の制御に注目した研究が行われてきた。	 

	 本研究では TiO2-VO2系スピノーダル分解を対象とした。この系はルチル型正方晶に属

し、スピノーダル分解は c 軸方向に対してラメラ状に起こる。同じルチルの系の

TiO2-SnO2系では価数の異なる陽イオン（Al
3+,Ta5+）をドープした際、相分離の速さに変

化が生じることが知られている。Al3+ドープは相分離を促進し、Ta5+ドープは相分離を

抑制する効果がある[2]。我々は TiO2-VO2系でも同様の変化が生じるかどうかに興味を

持って実験を行った。	 

	 	 試料は固相法を用いて作製した。実験には、TiO2-VO2系で最も分解しやすい組成であ

る Ti0.4V0.6O2固溶体を用いた。この固溶体へのドープ物質として Al2O3（1%mol）ならび

Nb2O5（0.5%mol）を選択した。本系の分解は c軸方向に対して起こる[3]。よって、アニ

ール時間による c軸長の変化を調べることにより、相分離の進行度合いの違いが分かる。

得られた試料は 400℃でアニールした。c軸長は XRD 測定より決定した。その結果、ア

ニール時間に対して Ti0.4V0.6O2:Al2O3固溶体は 1h、Ti0.4V0.6O2固溶体は 8h、Ti0.4V0.6O2:Nb2O5

固溶体は 80h でそれぞれ 2 相に分離する様子が見られた。このことは、Al3+ドープは相

分離を促進し、Nb5+ドープは相分離を抑制する効果があることを示している。この結果

は、TiO2-SnO2系の場合と同じである。TiO2-VO2系でも Al
3+と Nb5+のような異原子価によ

り相分離の速さに変化が生じることが分かった。講演では Al3+と Nb5+ドープによって相

分離の速さに変化が生じた理由を、点欠陥と拡散に注目をして考察する。	 
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